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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年12月10日(2015.12.10)

【公開番号】特開2014-158683(P2014-158683A)
【公開日】平成26年9月4日(2014.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-047
【出願番号】特願2013-263251(P2013-263251)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   37/00     　　　Ｃ
   Ａ６３Ｂ   37/00     　　　Ｌ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月22日(2015.10.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフボールにおいて、
　第１の材料から形成された球状の内側コアシェル層であって、外側表面および内側表面
を具備し、上記内側表面により確定される空洞センタを形成する上記内側コアシェル層と
、
　上記シェル層の周りに配され、第２の材料を有する外側コア層と、
　上記外側コア層の周りに配され、アイオノマーの材料を有する内側カバー層と、
　上記内側カバー層の周りに配されて、ポリ尿素またはポリウレタンを有し、上記内側カ
バー層の硬度より硬度が小さい外側カバー層とを有し、
　上記空洞センタの径が０．３８１ｃｍ（０．１５インチ）から２．７９４ｃｍ（１．１
インチ）であり、上記シェル層の上記外側表面の硬度が上記シェル層の上記内側表面の硬
度より３から２５ショアＣだけ大きく上記シェル層が３から２５ショアＣの正の硬度勾配
を有し、上記外側コア層の内側表面の硬度と上記外側コア層の外側表面の硬度とが同一で
上記外側コア層がゼロの硬度勾配を有するか、または、上記外側コア層の外側表面の硬度
が上記外側コア層の内側コア層より１～１０ショアＣだけ小さく上記外側コア層が１～１
０ショアＣの負の硬度勾配を有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項２】
　ゴルフボールにおいて、
　第１の材料から形成された球状の内側コアシェル層であって、外側表面および内側表面
を具備し、上記内側表面により確定される空洞センタを形成する上記内側コアシェル層と
、
　上記シェル層の周りに配され、第２の材料を有する外側コア層と、
　上記外側コア層の周りに配され、アイオノマーの材料を有する内側カバー層と、
　上記内側カバー層の周りに配されて、ポリ尿素またはポリウレタンを有し、上記内側カ
バー層の硬度より硬度が小さい外側カバー層とを有し、
　上記空洞センタの径が０．３８１ｃｍ（０．１５インチ）から２．７９４ｃｍ（１．１
インチ）であり、上記シェル層の上記外側表面の硬度が上記シェル層の上記内側表面の硬
度より１から５ショアＣだけ大きく上記シェル層が１から５ショアＣの正の硬度勾配を有
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し、上記外側コア層の内側表面と上記外側コア層の外側表面とが同一で上記外側コア層が
ゼロの硬度勾配を有するか、または、上記外側コア層の外側表面の硬度が上記外側コア層
の内側コア層より３～２５ショアＣだけ小さく上記外側コア層が３～２５ショアＣの負の
硬度勾配を有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項３】
　ゴルフボールにおいて、
　第１の材料から形成された球状の内側コアシェル層であって、外側表面および内側表面
を具備し、上記内側表面により確定される空洞センタを形成する上記内側コアシェル層と
、
　上記シェル層の周りに配され、第２の材料を有する外側コア層と、
　上記外側コア層の周りに配され、アイオノマーの材料を有する内側カバー層と、
　上記内側カバー層の周りに配されて、ポリ尿素またはポリウレタンを有し、上記内側カ
バー層の硬度より硬度が小さい外側カバー層とを有し、
　上記空洞センタの径が０．３８１ｃｍ（０．１５インチ）から２．７９４ｃｍ（１．１
インチ）であり、上記シェル層の上記外側表面の硬度が上記シェル層の上記内側表面の硬
度より０から５ショアＣだけ大きく上記シェル層が０から５ショアＣのゼロまたは正の硬
度勾配を有し、上記外側コア層の内側表面と上記外側コア層の外側表面とが同一で上記外
側コア層がゼロの硬度勾配を有するか、または、上記外側コア層の外側表面の硬度が上記
外側コア層の内側コア層より１～１０ショアＣだけ小さく上記外側コア層が１～１０ショ
アＣの負の硬度勾配を有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項４】
　ゴルフボールにおいて、
　第１の材料から形成された球状の内側コアシェル層であって、外側表面および内側表面
を具備し、上記内側表面により確定される空洞センタを形成する上記内側コアシェル層と
、
　上記シェル層の周りに配され、第２の材料を有する外側コア層と、
　上記外側コア層の周りに配され、アイオノマーの材料を有する内側カバー層と、
　上記内側カバー層の周りに配されて、ポリ尿素またはポリウレタンを有し、上記内側カ
バー層の硬度より硬度が小さい外側カバー層とを有し、
　上記空洞センタの径が０．３８１ｃｍ（０．１５インチ）から２．７９４ｃｍ（１．１
インチ）であり、上記シェル層の上記外側表面の硬度が上記シェル層の上記内側表面の硬
度より３から２５ショアＣだけ大きく上記シェル層が３から２５ショアＣの正の硬度勾配
を有し、上記外側コア層の内側表面と上記外側コア層の外側表面とが同一で上記外側コア
層がゼロの硬度勾配を有するか、または、上記外側コア層の外側表面の硬度が上記外側コ
ア層の内側コア層より３～２５ショアＣだけ小さく上記外側コア層が３～２５ショアＣの
負の硬度勾配を有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項５】
　上記第１および第２の材料は熱可塑性であるか、または、上記第１の材料は熱硬化性で
あり、上記第２の材料は熱可塑性であるか、または、上記第１の材料は熱可塑性であり、
上記第２の材料は熱硬化性であるか、または、上記第１の材料および第２の材料は熱硬化
性である請求項１～４のいずれかに記載のゴルフボール。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　特許文献はおおよその態様で空洞コアを、適切な一般的な代替的な構造として、触れる
けれども、これらは空洞コアゴルフボールに実際にはほとんど向けられていない。たとえ
ば、米国特許第６，３１５，６８３号は、全般的にはオーバーサイズ（１．７０インチよ
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り大きい）空洞ソリッドゴルフボールに向けられており、ここでは、空洞コアが熱硬化性
ゴム層および単一アイオノマー製カバー内に含まれている。さらに最近では、米国特許第
８，２６２，５０８号は全般的には空洞センタ、中間層、内側カバー、および外側カバー
を具備するゴルフボールを説明している。空洞センタおよび中間層の双方は熱硬化性ゴム
組成物から製造され、慣用的な「正の硬度勾配」を伴う（層の硬度が層の内側の方向に柔
らかくなる）。空洞の「空間」の直径は０．０８から０．５インチであり、コア層は２５
～５５ショアＣの小さな表面硬度を伴う。このゴルフボールは、硬いアイオノマー外側カ
バーおよび柔らかいアイオノマー内側カバーにより被覆される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　空洞センタの直径は約０．１５から１．１インチである。シェル層の表面硬度はその内
側表面より約３～２５ショアＣだけ大きく、硬度勾配を形成する。熱可塑性の外側コア層
は第２の硬度勾配を有する。好ましくは、シェル層の表面硬度は約５５ショアＣより大き
い。１つの実施例において、球状の内側コアシェル層の反発係数は、１２５ｆｔ／ｓの入
射速度で測定した時に約０．７００より小さい。好ましくは、外側コア層の反発係数は、
１２５ｆｔ／ｓの入射速度で測定した時に、内側コアシェル層の１２５ｆｔ／ｓの入射速
度で測定した時の反発係数より１０～５０％だけ大きい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　この発明は、また、空洞コアを含むゴルフボールに向けられ、このゴルフボールは第１
の熱硬化性ゴム組成物から製造された球状の内側コアシェル層を含み、このシェル層は、
外側表面、内側表面、および空洞センタを形成する内側直径を伴う。熱可塑性外側コア層
がシェル層の回りに配される。熱可塑性中間コア層がシェル層および外側コア層の間に形
成される。オプションの内側カバー層は外側コア層の回りに配され、内側カバー層はアイ
オノマー性の材料を有し、第１の硬度を伴う。外側カバー層は、好ましくは内側カバー層
の回りに形成され、ポリ尿素、または、ポリウレタンを含み、第１の硬度よりも小さい第
２の硬度を伴う。空洞センタの直径は約０．１５から１．１インチである。シェル層の表
面硬度はその内側表面より約３～２５ショアＣだけ大きく、第１の硬度勾配を形成し、熱
可塑性の外側コア層または熱可塑性の中間コア層は第２の硬度勾配を有する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　この発明は、さらに、空洞コアを含むゴルフボールに向けられており、このゴルフボー
ルは、第１の熱硬化性ゴム組成物から製造された球状の内側コアシェル層を含み、このシ
ェル層は、外側表面、内側表面、および空洞センタを形成する内側直径を伴う。熱可塑性
外側コア層がシェル層の上に形成される。熱硬化性中間コア層がシェル層および外側コア
層の間に形成され、中間コア層は第１の熱硬化性ゴム組成物と同一または異なる第２の熱
硬化性ゴム組成物を有する。内側カバー層は、オプションとして、外側コア層の回りに配
され、内側カバー層はアイオノマー性の材料を有し、約６０ショアＤより大きな硬度を伴
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う。外側カバー層は、コアまたはオプションの内側カバー層の上に配され、この外側カバ
ー層はポリ尿素、または、ポリウレタンを含み、約６０ショアＤより小さい硬度を伴う。
空洞センタの直径は約０．５１から１．１インチであり、シェル層の表面硬度はその内側
表面より約３～２５ショアＣだけ大きく、第１の硬度勾配を形成し、熱可塑性の外側コア
層は第２の硬度勾配を伴い、または、熱硬化性の中間コア層は、第１または第２の硬度勾
配と異なる第３の硬度勾配を伴う。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　シェル、外側コア、または中間コア層は、慣用的な「ハードからソフト」の硬度勾配（
すなわち、層の最も外側の表面／部分が最も内側の表面／部分より硬い）、すなわち、「
正の硬度勾配」として知られているもの、または、「ソフトからハード」の硬度勾配（す
なわち「負」の硬度勾配）を伴って良く、これは各部品の径方向の外側表面または部分か
ら最も内側の部分へ測定される（すなわち、シェルおよび／またはコア層の外側表面／部
分から内側表面／部分へ）。ここで使用されるように、用語「負」および「正」は、硬度
勾配に関して、測定対象の要素の最も内側の部分（例えば、コア層の内側表面）の硬度値
を、測定対象の要素の外側表面（例えば、外側コア層の外側表面）の硬度値から引いた結
果を指す。例えば、コア層の外側表面の硬度値が内側表面より小さいならば、硬度勾配は
「負」の勾配と見なされる（小さな数－大きな数＝負の数）。ただし、この出願において
大きさは、引き算の結果の絶対値として、「負」の表示と組み合わされて開示されて良い
。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　この発明のシェルおよび外側コア層の形成は種々の方法、例えば米国特許第５，４８０
，１５５号、同第６，３１５，６８３号、および同第８，２６２，５０８号に開示されて
いるような方法で実現でき、その内容は参照してここに組み入れる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　空洞センタの直径は約０．１５から１．１インチ、好ましくは約０．２５から１．０イ
ンチ、より好ましくは約０．２５から０．７５インチ、最も好ましくは約０．３から０．
５インチである。この実施例において、シェル層の表面硬度はその内側表面より約３～２
５ショアＣだけ大きく、第１の硬度勾配を形成する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　この発明の他の実施例において、空洞コアは、さらに熱可塑性シェル層および熱可塑性
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外側コア層の間に配された熱可塑性中間コア層を含んでよい。さらに他の実施例において
、空洞コアは、さらに熱可塑性シェル層および熱可塑性外側コア層の間に配された熱硬化
性中間コア層を含んでよい。中間コア層は好ましくは熱硬化性ゴム組成物から形成される
。これらの実施例において、空洞センタの直径は、好ましくは、約０．１５から１．１イ
ンチであり、熱可塑性のシェル層の表面硬度は内側表面硬度より約１～１０ショアＣだけ
大きく硬度勾配、好ましくは「正の硬度勾配」を形成する。熱可塑性中間コア層は、好ま
しくは、熱可塑性シェル層または中間層の硬度勾配と異なる硬度勾配を伴う。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　上述の実施例において、空洞センタの径は、好ましくは約０．５１から１．１インチで
ある。シェル層の表面硬度は、好ましくはシェル層の内側表面の硬度より約３～２５ショ
アＣだけ大きく、第１の硬度勾配を形成する。好ましい実施例において、熱硬化性外側コ
ア層は熱硬化性シェル層の硬度勾配と異なる硬度勾配を伴う。最も好ましくは、シェル層
の表面硬度は約５５ショアＣより大きい。
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